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　英領時代のマレーシアでは、インドのタミル地方か
ら来た移民がエステートで、ラバータッピングなどの
仕事に携わっていた。当時、イギリス政府は彼らのた
めに、ヒンドゥー寺院を建てることを許可したため、
インド人コミュニティの住居に隣接した場所に、小さ
な寺院が数多く建てられた。独立後、エステートを離
れて町に働きに出てくるようになると、彼らは新しい
居住地にも礼拝の場を求め、寺院を建設しようとした。
また、かつてエステートであった場所が、町となり、
住宅地や商店、工場などが建てられるようになった。
　そこで生じているのは、寺院を取り壊して商業ビル
や住居を建てようとするデベロッパーと、それに反対
する住民との衝突である。政府は寺院を、個人の土地
または国やブミプトラのための土地に建てられた違法
な建物であるとみなし、取り壊しを支持する。一方で
インド系住民は、イギリス政府から認められて建てた
寺院であるので、取り壊しに反対するか、移転地を要
求する。
　デベロッパーが与える移転地は、下水溝の脇のよう
に、不要の土地であり、寺院を建てるにはふさわしく
ないため、インド系住民は反対するが、訴訟を起こし
ても寺院は取り壊されてしまうのだった。だが、寺院
がうまい具合に再建される場合もある。
　クアラルンプールの商業施設「ミッドバレー・メガ
モール」東側の駐車場の出入り口脇には、カラフルな
ヒンドゥー寺院がある。主神として祀られているのは、
ムーガンビカ女神である。主神の脇には、菩提樹の木
があるが、元々は正面のハイウエイの反対側にあった。
メガモールが建設される前、この場所にコンドミニア
ムを建てようとした中国人がいた。菩提樹の木を切ろ
うとしたところ、木から水が3か月間流れ続けた。神
の涙だといって、インド系住民はそれを飲んで癒され
た。
　デベロッパーの中国人は破産し、その後に来たミッ
ドバレーは、寺院の土地を売るように所有者に要求し
た。だが、３代目の所有者である女性はトランスに入
り、寺院はここにあるべきだと言った。中国人エンジ
ニアは夢の中で、菩提樹の木を一部とって、移動する
ようにというお告げを得た。ミッドバレーは寺院の再
建を援助し、モールに隣接した寺院が建設された。

　　

　その他、プタリンジャヤにある寺院では、中国系デ
ベロッパーが寺院の近くで蛇を殺したために、機械が
止まって工事が中断し、インド系女性がトランスに入
って蛇を殺した中国人を非難したという。またクラン
では、エステートに建てた寺院を、下水溝近くに移す
ように言われたが、寺院関係者らは反対し、近くの土
地を獲得した。寺院再建の際に、3匹の蛇が現れ、祠
の移転を確認しに来たなど、不思議な話が聞かれる。
寺院は取り壊されてもヒンドゥー神は住処を獲得する。
まるで、抑圧されながらも自文化を守ろうとするイン
ド系住民のようである。
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